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ア カ ガ イ 資 源 調 査

宝多 森夫 ･小 田切明久 ･川村 要 ･佐藤 敦

昭和30年代後半には､ホタテガイよりも多い漁獲高を誇っていた陸奥湾のアカガイも､略奪的漁法の

継続により､昭和40年代に入 り資源が激減しはじめ､現在では従来の桁網による漁法では経営が成立し

ない状態にまでになっている｡ そこで隔年に実施していた資源調査も､今回は資源の回復を待つべ く､

3年目とし､しかも調査場所を東湾北東部に限定して実施した｡

調 査

調査期日

調査場所

漁 具

漁 法

曳網条件

方 法

昭和 53年 7月5日

陸奥湾東湾 31点 (第 1図 )

アカガイ桁網

小型機船底曳網漁法

1. 第 5北斗丸 (35馬力､4.85トン)

2. 第18大事丸 (30馬力､4.85トン)

3. 第18大福丸 (35馬力､3.89トン)

曳網速度 :42- 75m/分

桁 幅 :150cm

網の目合 :7- 9m

気 象 風向風力 :西 3- 4

天 候 :曇
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第 1図 調 査 場 所

調査項目 アカガイ個体数､殻長 ･重量測定､主な入網底生動物の個体数計数｡

調 査 結 果

1 ア カ ガ イ

イ 分 布

アカガイは17地点において合計

38個体採捕され (別表 )､曳網面

積 2.000m2当たりに換算した分布

状態を第 2図に示した｡分布の比

較的多い海域は､川内町沖合､む

つ市沖合､横浜町沖合であり､そ

の最高値は川内町沖合 (st.28)の

2.1個/2,000m2であったO

第 2図 アカガイの分布 (個/ 2,000m2 )
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殻 長 組 成

採補されたアカガイの殻長組成

を第3図に示した｡90mm付近及び

130mm付近に山らしさものがみら

れ､最大個体は 151仰､最小個体

は33mThrであった｡なお､場所によ

る殻長の差異はみられなかった｡

重 量 組 成

採捕されたアカガイの重量組成

を第 4図に示した｡ 150g付近及

び500g付近に山らしきものがみ

られ､最大個体は773g､最小個

体は6gであった｡なお､この最

小個体 (33仰 - 6g)は､52年貝

であり､エゾヒバリガイの死殻内

面に付着した状態であった｡

販売サイズによる組成

青森県のアカガイの販売サイズ

である極小貝(120g以下 )､小

貝 (120- 3509)､中貝 (350

- 450g)､大貝 (450g以上 )

別の出現頻度を､過去の資源調査

の結果と比較して第 1表に示した｡

それによると､近年貝の大型化傾

向の中で､今年度の特徴は小型の

貝の占める割合が大きかったこと

であり､特に極小貝については､

昭和40年度以後で最大である｡

(殻長組成､重量組成及び

販売サイズによる組成に

ついては､後述する同年

7月6日の操業で採捕さ

れたアカガイも含めた｡)
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ホ 資 源 量

資源量の推定ほは､従来どお り次

式を使用した｡

p-SXN-xIS

P:資源量

S:調査面積
N :漁獲量

S:曳網面積

f:0.17(桁網の漁獲効率 )

今回の調査面積は約 279k頑(曳網

面積 184,000m2)で､アカガイの漁

獲量は 38個､ 14.9kgであった｡よ
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515253第 5図 アカガイ資源量の推移(陸奥湾東湾 600k適当たりに換算 )って調査面積内におけるアカガイは 34

万個､ 133tと推定された｡なお､昭和 34年度以後の陸奥湾東湾 600k適当たりに換算した資

源量の推移を第 5図に示した｡それによると､今年度は48年度並､つまり史上最低の資源量であ

る｡また､今回の調査におけるアカガイの漁獲量を､ 1日1隻当たりに換算すると5.0

kgであり､過去のアカガイ桁網漁業における1日1隻当たりの漁獲量 (第 2表 )と比較しても

､同じく史上最低の値となる｡第 2表 アカガイ漁業における1日1隻当た りのアカガイ平均漁獲量の推移年 度 昭 28年 29 30 34 35 36 38 39 40 41 50 52 5

3平均漁獲量 102.6kg 73.9 76.8 41.1 37.9 30.5 23.8 19.7 15.3 1

4.2 6.6 16.3 5.02

アカガイ以外の主な底生動物入網数の多

かったエゾイシカゲガイ､エゾヒバ リガイ

､ホタテガイ(52年度産天然発生貝 )､

ミネフジツボ､ツガルウニについて､曳網面積 2,00

0m2当たりに換算した分布状態を第6図-第10図に示

した｡エゾイシカゲガイ､エゾヒバ



第 7図 工ゾヒバ リガイの分布

(個/ 2,000m2)}･-

第 9図 ミネフジツボの分布

(個/ 2,000m2 )3 海況と二枚

貝類採捕数の関係アカガ

イ桁網の漁獲効率は､一般に波の荒い日

によいとされている｡ 今年度はその実態を知る

目的で､波の隠やかであった 7月 6日に､資源調査と同様の

方法で再度操業を行った｡アカガイ及び採捕数の多

かったエゾイシカゲガイ､エゾヒバ リガイについて

比較を行ったが､その結果は第 3表

に示したとお りで､波の荒かった 7月5日の方

がいずれの貝も多く採捕され､その値

はアカガイで10倍､エゾイシカゲガイで約 3倍､泥上に 第 8図 ホタ

テガイ(昭 52天然発生貝 )の分布 (個/ 2,000m2 )第 10図 ツガルウニの分

布(個/ 2,000m2)第 3-(1)表 海況と二枚貝類採捕の関係月 日 風 力 曳網面積
(m2)

採



別表 調査結果一覧表

調 査 月 日 7 月

調 査 地 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

13 14 15 16 17曳 網 時 間 (分 ) 35 22 22 22 37 25 38 35

37 32 60 40 38 17 27 35 40曳 網 面 積 (d ) 7,880 4,950 4,950 4,950 8,330 3,150 7,520 6,930 8,330 7,200 7,560 7,920 7.520 3,830 6,080.4,410

大福 7,920曳 網 方 向 W W W W W W WNW WNW W W W W WNW W W NW調 査 船 名 北斗 北斗 北斗 北斗 北斗 大福 大事 大事 北斗 北斗 大福 大事

大事 北斗 北斗 大事アカガイ生息密度 個/2,000m' 1.3 0.4 0.4 0.4 0.7 0 0.

3 0.3 0 0 1.3 1.0 0.3 0 0 0 0.8柄鍋で採捕きれた主な底生生物(個) 軽腸 ウ ミ サ ボ テ ン r CC CC

軟体 ア カ ガ イ (死 ) 5(19) 1(10) 1(12) 1(10)16104 3(5)176 513 1(3) 1(4) 64(2) (4)96 5(13) 4(6) 1(1) 3205(3)4 (4) (7) 3(1)エゾイシカゲ ガイト リ ガ イエ ゾ ヒバ リ ガ イエ ゾ イ ガ イホ タ テ ガ イコベル トフネガ イカラスノマクラガイヒ メ エ ゾ ボ ラ 1616336 16304 32321121481 523

6112 2421322 8142 30

1･21 932 434 ll30節足 ミ ネ フ ジ ツ ボト ゲ ク リ ガ ニガ ガ ミイ チ ョウ ガ ニ 頼そ の 他 の カ ニ 類 32 233 16 16 1 3 9 1281 80 1

322 3 281 6440 10 276触手 カメホウヅキチョウチン 1 8鞭皮 ヒ ト デ 161r321 16116 C 2 881568 81688 5日 428 7 14 64 321I32016 18 14 13 4 16168 1181 19ニ ッポ ン ヒ トデス ナ ヒ ト デニ チ リン ヒ トデタ コ ヒ ト デア カ ヒ ト デク モ ヒ

ト デ 頬オ カ メ プ ン ブ クツ ガ ル ウ ニマ ナ マ コキ ン ココモ ンイモナマ コ 3r15 5101i 2

641111926,080164 519171

1 22



5 日

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 2

8 29 30 3136 7 30 35 37 39 27

40 30 20 30 35 15 407,130 1,580 6,750 4,410 7,330 7,720 6,080 5,040 5,040 3,960 3,780 6,930 2,970

5,040WNW W W W W W W W WNW W

W WNW W W大事 北斗 北斗 大福 大事 大事 北斗 大福 大幸 大事 大福 大事 大

幸 大福0 0 0 0 0 0.5 0.7 0.8 0 0 2.1 0 0.7 0.4可■/一ヽ

･- 21231 8482 (5) (4) (1) 2 2(7) 2(5)

(1) (1) 4(1) (2) 1(1) 1171647 1218 285

1 821 128

84 25 1216 1311221 2623 45(1) 41(1)10 281 248 5 53 220 164 2116 52 1 131ll 21

9 6ll3

512

124

8 44C 24 7282 823 222212 44284 13251 6181 277144 13282 ll12 17 1

r41124cc 16C 7 C C 1 2cc 1 1

cc 12C- 1 3 5 - 7 月 6 日

24 24 25 i 25 28

3164

40 81 35 35 7013,730 5,040 18,900 4,410 4.41
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アカガイのように分布密度の低い生物の資源調査を行うに当たっては､その精度を高めるために､対

象水域内をできるだけ綿密に調査することが肝要である｡そこで今年度のアカガイ資源調査は､調査場

所を陸奥湾東湾の北東部に限定し､桁網の曳網面積も出来るだけ大きくするように努めた｡また､桁網

の漁獲効率を充分なものとするため､調査は波の荒い日を選び､桁網の曳網速度は可能な限り遅くした｡

こうした配慮にもかかわらず､アカガイの採捕数は極めて少なく､推定された資源量は史上最低を記

録した昭和48年度並となり､陸奥湾 (東湾 )のアカガイ資源が依然として､枯渇の危機に瀕しているこ

とを示唆するような結果となった｡

唯一の明るい材料としては､今回の調査で採捕されたアカガイは小型の貝が多く､特に極小貝の占め

る割合が過去10数年間で最大であったことであり､最近資源の添加が行われたことを物語っている｡

これらの事実から考えて､アカガイ資源を滴養するために､陸奥湾のアカガイ漁業は当分､全面禁漁

とすべきであり､また､より積極的な資源の増大策を早急に確立すべきであろう｡
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